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われわれは持続的局所熱希釈法をもちいた門脈血流

量測定の妥当性,再 現性および熱指示液の至適注入量

に関して実験的検討を加えた後,非 開腹下にヒト門脈

血流量を預」定したので報告する。

実験的検討 1)実 験機材と方法 iまずローラーポ

ンプ,37℃恒温槽,門 脈にみたてた内径13Hlmの塩化

ビニル管を用いて閉鎖循環回路を設定,回 路内に蒸留

水あるいはヒト血液を任意の流量で潅流させる。次に

塩化 ビニル管内にサーミスターカテーテル (Model

CCS‐7U‐90B,Webster Laboratories,U.S.A)を 挿入,

これを通じて熱指示液 (蒸留水または5%グ ルコース

液)を 一定量持続注入,そ の間における熱指示液およ

び潅流液の温度変化をWheatstone bridge回路を用

いてそれぞれ計測,ま ずエネルギー保存の法則に基づ

いて預J定流量を算出した。ついでこの測定流量と実測

流量 (メスシリンダーで実測された流量)と の相関々

係を検討,熱 指示液の至適注入量を決定した.

2)結 果 :まず回路内に蒸留水を潅流させた場合の

測定流量値をX,実 測流量値をYと すると,両 者間に

は熱指示液 (蒸留水)のと入量30～108m1/min。(30,

36,42,54,60,72,90,108m1/min)お よび潅流量

345～1,500m1/min.の範囲内で相関が得られた。特に

熱指示液注入量36m1/minで回帰直線式 Y=1.00X+

16.5,r=0.9942,p<0,001が成立し,両 者間に高い相

関がみられた。また同一条件下における3回の測定で

は,ば らつき誤差 (変動係数)が 1.4±0.7～4.2±3.6

と小さく,い ずれの熱指示液注入量においても再現性

が極めて良好であった。 し かし,モ デル回路にヒト血

液を潅流させると熱指示液 (5%グ ルコース液)と 入

量36m1/min以下では両者間に相関が得られず,注 入

量48m1/minで流量240～1,148m1/minの間で回帰直

線式Y=1.15X-22.6,r=09949,pく 0,001が成立し

た (図)。

臨床応用 肝 硬変合併肝癌など26症例の術前に経皮

経肝門脈カテーテル法を施し,X線 透視下にサーミス

ターカテーテルを門脈本幹内に留置,熱 指示液 (5%

グルコース液)注入量48m1/min.で安静空腹時の問脈

血流量を実験研究と同様な方法で2～ 3回測定した。

その結果,26例 に行われた計55回の測定では,門 脈血

持続的局所熱希釈法をもちいた門脈血流量の測定
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図 モ デル回路内ヒト血液潅流時における測定流量値

(X)と実測流量値 (Y)との関係 (熱指示液注入量48

m1/min)

測定流量値(前/min`)

流量 は3 1 5 ～1 , 5 1 3 m 1 / m i n 。( 平均7 1 3 . 5 ±2 7 7 . 8 m 1 /

min)であり,そ の再現性 (変動係数3.9±2.9%)は 極

めて良好であった。なお肝硬変合併19例の門脈血流量

441.0±192.6m1/min/m2は非肝硬変 7例 の門脈血流

量509.2±187.5m1/m血/m2に比 し有意の減少を示さ

なかった。

考察と結語 も ともとサーミスターカテーテルは比

較的低流量であるヒト冠状静脈洞血流量の測定に開発

されたものであるが1), これを門脈血流量の測定に用

いるために,高 流量のモデル回路を作製,そ の妥当性

と再現性を検討した.そ の結果,モ デル回路内にヒト

血液を潅流させた場合,熱 指示液の注入量48m1/min.

で実測流量と測定流量との間に高い相関性と良好な再

現性が実証された。そこで臨床例ではこのカテールを

経皮経肝的に問脈本幹内に挿入,熱 指示液の注入量48

m1/min.でヒトの問脈血流量を測定したところ,諸 家

の報告とほぼ一致した門脈血流量を得ることができ,

さらにその再現性も良好であった。 したがって本法は

経時的に変動する門脈血流量の持続的かつ局所的測定

に有用であり,肝 疾患における門脈循環の理解に新た

な情報をもたらすものと考えられる.
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